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て本省にエージェント・ライセンス登録している業者は二〇一四年六月現在、二〇二社ある。そのうち、タイ向けのエージェントは、六八社となっ いる。これらのエージェントの詳細情報は本省の公式ホームページで公開され 。今回の訪問調査を受け入れてくれた業者はいずれも本省 登録リストにある。　
二〇一二年一二月末時点でタイ







最近、二〇一五年七月本省管轄の労働局統計によると、二〇一四年度の派遣労働者数はタイに三万三〇〇〇人、マレーシアに約二万五〇〇〇人、二〇一五年一月から五月まではタイに約一万九〇 〇人マレーシアに約一万二〇〇〇人となっている（参考文献③） 。このようにエージェントを介して正式な派遣労働者としてミャンマーからタイ向けと 向けに送り出されるまでのそれぞれの過程を詳しくみていくことにしよう。●タイ向け労働者 システム　
タイとミャンマー政府は移民労






































結していないが、ミャンマー側の派遣時手続きは基本的にタイと同じようなプロセスを辿る。一九九八年海外就労法に基づ て本省に登録したミャンマー・エージェントのみマレーシアにも労働者 派遣できるようになっている。二国間覚書が締結されていないので、マレーシアで 雇用機会情報を通知してくれるマレーシア・エージェントとパ トナーになっておくことが重要である。時にはマレーシアのエージェントも雇用主から情報を直接入手 たわけではなくサブ・エージ が存在したりすることもある。　
まず、雇用主であるマレーシア








































かし、費用の面では、空路でしか渡れないマレーシアは航空券とミャンマー・エージェント手数料込みで約八五〇米ドルとやや高めである。それに対 タイには陸路で渡るため初期費用はミャンマー・エージェント手数料一五万チャットと研修費五万チャットで、約二〇〇米ドルほど ある。それ以外にタイ側 発生した一万バーツ（約二八〇米ドル）は
雇用主が立て替えて支払ってあり、労働者が就労し始め から一〇カ月間分割で給与から天引きされる。このようにマレーシアに派遣労働者として行こうと考えた時、出発前費用は最低でも一〇〇万チャットが要るので、ある程度、貯蓄力のある層（低所得者層の上しくは中所得者層）の人々しか行けないのであ
る。それに比べ、タイの場合は出発前にミャンマー・エージェントに支払う費用は約二〇万チャット（マレーシアの五分の一） と低所得者層の中や下の人々も頑張って貯蓄すれば手の届く範囲である。しかもタイは出発まで一～二カ月間しかかからない 対し、マレーシアの場合はタイ 約倍以上の時間がかかることに る。
●結びにかえて　
以上の比較検討要素三点セット
からみえてくるのは、派遣労働者にとってマレーシアよりタイに行きやすい条件が揃っていることが明らかである。 しかも、 ミャンマーと同じ仏教国であり、食べ物 味付けなども馴染み深い環境があ 。何より同胞の移民労働者が数多くおりコミュニティが形成されているので、労働者を送り出す家族にとっても本人にとって 安心感のある出稼ぎ先である。そ ため、今後もタイ向け派遣 多く送り出し続け であろう。　
また、ミャンマーからマレーシ
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